





断崖のある風景 

小野十三朗ノート1 寺島殊雄 1 


定価 

1600 円 

(送料 200 R ) 


もだ- X 舊しむ 
活字中藿審 


椎名誠 


揷入異常画•沢野公 
A 5 版たぶん 250 ベ—ジ 


12月15日 発売予定 


本文内容 H 本の維誌幻の削 
刊号ょり書き統けている今 
H のお話を中心に、本や活 
乍固辺の*ハキ •'/ と銳い№1白 
話をド〜ンと収録。害き下 
ろし もあるぞ。乞御期待/ 
予価一三〇〇円。 


四六5 P 上 SH 288 ベ—ジ參10月新刊 


話の特集II 


渋谷区神宮前 


16 五 = o 八 


赤塚不二夫1000。へ—ジ 

赤塚不二夫 

* 和田誠責任編集による堂々一〇〇〇 
ぺ—ジ、なんと電話帖よりも厚い漫画 
本。おそ松くん、天オバカボン、も一 
れつア太郎、ギャグ•ゲリラなどの中 
から、とびきり傑作ばかりを集めた。 
全国の漫画フアン必携！ 2400円 


♦#害は、詩人小野十三»を生活と作品の K 面からとら 
えたものである。著者は八年間にわたつて、強自な取材 
活動で小野の埋れた作品を癸掘し、背*になつた時代や 
人び とに M 連する害誌を収集した。それら* I 富な資料を 
駆使して、草 tt 期の詩や評論活動，アナキズム運動への 
参和までの小野十三郎像を描出している。 

♦ 同時に、小野の活動に重なる時代、大正から昭和初期 
といぅ解放気*の两花した時代を、継 M 無尽に K けめぐ 
つた若い詩人たち、アナキスト欝像を II 力的に描写する。 
五〇年以上も«の，現代とは較べものにならない薄權の 
支配した時代に、*くほどの自由精神を有し、また、烈 
t く反逆した人びとの存在は鮮烈である。 

$窨で*かれた時代は、詩人の出生か T 昭和3年まで 
である。以下 II 刊予定。 


河童が覗いたョ—ロッパ 
妹尾河童 

* 一 年間ョーロッパを歩き廼つた筆者 
の、好奇心と優し さに 満ちた目が覗き 
感じたものを、旅の間中、片つぱしか 
ら描 きまく つた。そのノ I - をその ま 
ま本に。全ぺ—ジ手描きによる第一弾。 
読書界の話題を独占した本。 980円 


トンカチおじさん 
長新太 

* 本の前後かち同時に始まるといぅ、 
奇想天外で人を食ったユーー—クな漫画 
本。本の前から「トンカチおじさん」 
が始まり、本の後から上下を逆さまに 
「怪人ジヤガイモ男」が始まり、中央 
部分で世紀の決闘が始まる。 850円 


河童が覗いたニッボン 
妹尾河童 

* 全ぺージ手描きによる「覗いた」の 
第二弾ニッボン篇。京都の地下鉄工事、 
集治監、山あげ祭、盲導犬ロボットと 
点字印刷、走らないオリエント急行、 
皇居、裁判、入墨と剌青など全13篇。 
序•飯沢匡 B 5 判上製150 Q 円 
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青林堂の豪華限定愛蔵版 


虫の標本箱 ㈣ 
手塚治虫 

定価12000円 


花いちもんめ 

永島慎I | 

定晒3000円 


美代子阿佐ヶ谷気分 

安部慎I 

定面2000 R 


求めて追えば逃げ……拒めば追われる 
真にままならぬは業火現世の無常 


村野守美作品集 


そのばしのぎの犯罪㈡ 
永島慎二 

定圆3000円 


そのばしのぎの犯罪㈠ 
永島慎二 

定面3000円 


親不知讃歌 

松本零士 

定価3000円 


上記の他に左記の限定版も在庫 
僅少ですがございます。なるベ 
くお早目にお申込み下さい。 


ぶっきらぼぅの街中を修羅の熟涙をこらえて 
無頼の漢が歩いてゆく男の歌が聞こえてくる 

つげ忠男作品集 

限定800部定価2500円 


#かなユーモアが人生の深いため息をつつみ込む 
名手勝又進の珠玉短編集 

勝又進短編集 


限定1< 


>部定価2< 


次の書店は上記の限定 
版を取扱つています。 

礼幌なにわ書房 
仙台 仙台書店 

東京 

(新宿) ブックスローラン 

(早稲田) 安藤書店 
(神保町) 高岡書店 
西沢書店 
田無 朋文堂 
町田 福家書店 
川崎早川書店 
名古屋池下三洋堂 
新瑞有隣觉 

ゥニタ 

大阪ブック tM 々党 
堺 わんだぁらんど 
京都 ふたば書房 
河原町店 

小部数限定のため当社 
にて直接販売いたして 
おります。 

なお郵送の場合は現金 
書留か振替でお申込み 
下さい。 

送料は各三〇〇円です。 
/虫の標本箱©のみノ 
,1000円です 。 y 

















ひとりで 
いつまでも 
火鉢の中を覗いたり 
している 
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なつた 

一日中ほとんど 
誰れとも口を利かない 
いつのまにか 

父はみんなから離れていっ 


た 
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1980年10月23日 






